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 今年５月 10 日，新潟市の定期計測（４月 25 日）で採取された新田清

掃センターの搬出焼却灰から排出基準（0.3 ミリグラムパーリットル）

を約 18 倍もオーバーする値（5.3 ミリグラムパーリットル）の鉛が検

出され，既に第３及び第４赤塚埋立処分地に搬出された焼却灰 1,800 ト

ンを６月 20 日から新田清掃センターに持ち帰り，再処理している。し

かし新潟市は，焼却灰の検出結果の速報が５月 10 日に出されたにもか

かわらず，５月 14 日まで第３及び第４赤塚埋立処分地の放流水の検査

を行わず，５月 18 日にその測定結果が報告されるまで放流水を停止し

なかった。幸い放流水から鉛の検出はされず，地下水や土壌の汚染は避

けられたが，これらは明らかに危機管理体制の不整備である。また，結

果的には周辺環境を汚染するような事故に至らなかったため，市は公表

には値しないという態度を一貫させているが，そのような対応では市民

の安心，安全は約束されない。また，同施設では光化学スモッグ発生時

や災害時，施設内の犯罪発生時等の特定の危機についての対応マニュア

ルは存在するものの，各有害物質が基準値を超えた場合の危機管理につ

いての具体的な対応マニュアルが整備されていないことも明らかにな

った。 

要   旨  

さらに，去る５月 24 日，新津クリーンセンターでは，採取した排ガ

ス中のばいじん濃度が基準値の２倍を超える値を検出した。これはバグ

フィルターに 10 センチメートルもの大きさの穴が開いていたことが原

因で，しかも直近の２月の作業で濃度計の設定が誤っていたために発見

がおくれたものであり，最大で約３カ月を超える期間，公衆被害を発生

させていた可能性がある。しかも，これは市報や区報にも掲載されてい

ない。 
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これらの事態は，廃棄物処理施設において，事故やトラブルがしば

しば起こり得ること，そしてその管理や公開に関する体制が不十分で

あることを明らかにしている。また，その対策も対症療法的なものと

言わざるを得ない。 

本市は，震災廃棄物の広域処理の受け入れを予定しており，このよ

うな実態から，放射能に汚染された可能性のある震災廃棄物を安全に

管理できる体制や能力が本当にあるのか，市民の目から見れば疑問に

思わざるを得ない。現状の維持及び保守管理体制を一層強化する必要

がある。したがって以下請願する。 

 

記 

 
１ 基準値を超える鉛の検出に伴う新田清掃センター及び赤塚埋立処

分地での不適正な処理，新津クリーンセンターの事故の全容とその

対策について，市報やホームページ等に掲載するとともに，報道機

関にも公表すること。 

 

２ 新潟市の全ての処理施設において，基準値を超える有害物質が焼

却灰含め施設内から検出された場合の危機管理体制，情報公開体制

を整備すること。 

 

３ 震災廃棄物の処理や検査に関する具体的な作業マニュアルなどの

資料や条件を明らかにするととともに，実際の作業や検査が適正に

行われているか検証するため，適宜市民が推薦する有識者を立ち会

わせること。 

 

４ 試験焼却をする場合は，当該施設の試験焼却前に第２項及び第３

項の条件を整備すること。 

 

 


